
通
勤
・
通
学
・
お
買
い
物
な
ど
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
身
近
な
自
転
車
。
来

年
４
月
か
ら
は
自
転
車
利
用
の
ル
ー
ル

が
一
段
と
強
化
さ
れ
、
違
反
行
為
に
対

し
て
反
則
金
を
科
す
制
度
が
導
入
さ
れ

る
予
定
で
す
。
今
回
の
改
正
の
主
な
ポ

イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

ま
ず
、
従
来
、
軽
車
両
と
し
て
「
指

導
・
警
告
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
自
転

車
の
交
通
違
反
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る

「
青
切
符
（
交
通
反
則
通
告
制
度
）
」

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
の
は
16
歳
以
上
の
利
用
者

で
、
信
号
無
視
・
一
時
停
止
無
視
・
歩

道
通
行
違
反
・
右
側
通
行
・
無
灯
火
・

傘
差
し
運
転
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作

（
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
）
な
ど
、
日
常

的
に
見
ら
れ
る
違
反
行
為
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
で
の
運

転
は
、
６
カ
月
以
下
の
拘
禁
ま
た
は
10

万
円
以
下
の
罰
金
、
あ
る
い
は
交
通
の

危
険
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
は
１
年
以

下
の
拘
禁
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

と
な
る
な
ど
、
か
な
り
厳
し
い
も
の
で

す
。
さ
ら
に
、
反
則
金
の
目
安
と
し
て
、

「
携
帯
電
話
使
用
（
な
が
ら
ス
マ
ホ
）

１
２
０
０
０
円
」
「
信
号
無
視
６
０
０

０
円
」
「
無
灯
火
５
０
０
０
円
」
「
傘

差
し
運
転
５
０
０
０
円
」
「
並
走
禁
止

３
０
０
０
円
」
と
い
っ
た
金
額
が
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

自
転
車
は
車
道
を
原
則
左
側
走
行
、

夜
間
は
ラ
イ
ト
点
灯
、
歩
道
を
走
る
場

合
は
歩
行
者
優
先
な
ど
、
基
本
ル
ー
ル

も
改
め
て
確
認
が
必
要
で
す
。

暮
ら
し
の
足
と
し
て
の
自
転
車
を
こ

れ
ま
で
ど
お
り
安
心
・
安
全
に
使
い
続

け
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
制
度
改
正

を
「
自
分
ご

と
」
と
捉
え

て
、
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
の
見

直
し
を
し
て

い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま

す
。

岩
戸
町
会
交
通
部
で
は
、
地
域
の
皆

様
が
“
安
心
し
て
歩
け
る
町
”
“
安
心

し
て
自
転
車
を
利
用
で
き
る
町
”
を
め

ざ
し
て
、
日
頃
か
ら
町
内
の
見
守
り
巡

回
や
危
険
箇
所
の
点
検
、
通
学
・
通
勤

時
間
帯
の
安
全
確
認
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
町
会
の
行
事
や
地

域
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
来
場
者
の
誘
導
や

交
通
整
理
、
周
辺
道
路
の
安
全
確
保
に

従
事
し
、
事
故
防
止
の
た
め
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
に
加
え
、
来
春
の
道

路
交
通
法
改
正
を
踏
ま
え
、
町
会
主
催

で
「
交
通
安
全
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
調
布
警
察
署
と
連

携
し
、
自
転
車
の
安
全
利
用
や
違
反
防

止
に
つ
い
て
専
門
ス
タ
ッ
フ
か
ら
学
べ

る
機
会
を
設
け
ま
す
。
改
正
前
の
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
、

ぜ
ひ
多
く
の
皆

様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
一
緒

に
地
域
の
交
通

安
全
意
識
を
高

め
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
都
や
市
の
助
成
金
を
活

用
し
新
た
に
南
3
丁
目
地
域
と
北
4
丁

目
地
域
の
2
箇
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
増

設
し
、
地
域
の
見
守
り
を
拡
充
し
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
保
証
期
限
を
迎
え
て

い
た
既
存
の
3
台
に
つ
い
て
も
更
新
作

業
を
行
い
、
よ
り
鮮
明
で
信
頼
性
の
高

い
映
像
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
、

地
域
の
安
心
・

安
全
の
た
め
、

防
犯
カ
メ
ラ
の

増
設
、
更
新
に

努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

11
月
3
日
、
「
い
わ
ど
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

仮
装
ま
つ
り
」
が
5
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
よ
う
や

く
再
開
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
当
日
は

岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
に
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
や
ご
家
族
が
集
ま
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、
大
変

に
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か
な
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と
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ま
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、
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更
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ナ
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て
よ
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り



戸
地
域
セ
ン
タ
ー
3
階
の
町
会
会
議
室

に
、
大
き
な
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ポ
ス
タ
ー
を

複
数
設
置
し
た
撮
影
ブ
ー
ス
を
用
意
。

カ
ボ
チ
ャ
や
ゴ
ー
ス
ト
、
ネ
オ
ン
サ
イ

ン
調
の
鮮
や
か
な
背
景
の
前
で
、
子
ど

も
た
ち
は
自
慢
の
仮
装
姿
で
楽
し
そ
う

に
ポ
ー
ズ
を
決
め
、
ご
家
族
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち

で
見
ら
れ
ま
し
た
。
写
真
映
え
す
る
空

間
づ
く
り
は
と
て
も
好
評
で
、
「
思
い

出
に
残
る
一
枚
が
撮
れ
た
」
と
喜
び
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
1
階
の

消
防
倉
庫
前
で
は
、
消
防
部
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
を
実
施
。
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
仕
様
に
仮
装
し
た
消
防
隊
員
と
の
撮

影
や
、
新
型
消
防
車
へ
の
乗
車
体
験
、

ホ
ー
ス
や
ラ
イ
ト
の
操
作
体
験
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
引
く
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
盛
り
込
ま
れ
、
終
始
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
ブ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
消
防
車

の
赤
い
車
体
を
バ
ッ
ク
に
し
た
記
念
撮

影

は

、

イ

ベ

ン

ト

の

ハ

イ

ラ

イ

ト

の

ひ

と

つ

と

な

り

ま

し
た
。

さ

ら

に

、

幼

児
か
ら
小

学
生
ま
で

の
お
子
様

限
定
で
60

名
に
お
菓

子
を
配
布

し
、
こ
ち

ら
も
多
く

の
子
ど
も

た
ち
に
喜

ば
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
開
催
に
も
関
わ
ら
ず
、

町
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
入
会
予
定
の
ご

家
族
の
方
な
ど
、
多
く
の
地
域
住
民
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
再
認
識
で
き
る
貴
重
な
1
日
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ま
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

環
境
文
化
部

11
月
29
日
（
土
）
、
澄
ん
だ
青
空
の

も
と
、
第
36
回
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
が
狛
江
第
二
中
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
岩
戸
町
会

が
幹
事
を
担
当
。
土
曜
日
開
催
で
参
加

状
況
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
会
場
に

は
幅
広
い
世
代
の
地
域
住
民
が
集
ま
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
な
が
ら
１

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
岩
戸
町
会
・
駒
井
町
会
・

猪
方
町
会
・
銀
行
町
親
和
会
の
4
町
会

が
、
二
中
地
区
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実

行
委
員
会
と
し
て
輪
番
で
幹
事
を
務
め

る
伝
統
行
事
で
、
幹
事
以
外
の
町
会
も

サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
運
営
に
協
力
し
て

い
ま
す
。
競
技
は
パ
ン
ポ
ン
、
グ
ラ
ン

ド
ボ
ー
リ
ン
グ
、
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
テ
ィ
ー

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
、
輪

投
げ
、
マ
ジ
ッ
ク
ダ
ー
ツ
、
ボ
ッ
チ
ャ
、

体
力
測
定
な
ど
、
多
彩
な
種
目
を
用
意
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
世
代
を
問
わ
ず

楽
し
め
る
内
容
で
、
各
競
技
に
挑
戦
す

る
姿
に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

締
め
く
く
り
は
、
地
域
ご
と
に
競
う
紅

白
玉
入
れ
と

パ
ン
掴
み
競

争
。
歓
声
が

飛
び
交
い
、

参
加
者
同
士

が
自
然
と
声

を
掛
け
合
う

な
ど
、
温
か

な
交
流
が
広

が
り
ま
し
た
。

大
会
終
了
後

に
は
、
市

内
で
朝
採

れ
た
新
鮮

な
野
菜
が

参
加
者
全

員
に
配
ら

れ
、
「
立

派
で
う
れ

し
い
」
と

好
評
。
手

に
し
た
野

菜
を
嬉
し
そ
う
に
持
ち
帰
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

今
年
の
参
加
者
は
合
計
２
６
７
名

（
未
成
年
64
名
、
成
人
１
０
４
名
、
関

係
者
99
名
）
。

事
由
発
生
か
ら
６
ヵ
月
以
内
に
申
請

が
町
会
事
務
所
に
届
く
よ
う
に
、
各
班

長
も
し
く
は
、
理
事
ま
で
提
出
を
、
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
岩
戸
町
会
会
員

と
同
一
世
帯
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

毎
週
日
曜
日
13
：
00
～
16
：
00
が
開

所
日
と
な
り
ま
す
。

尚
12
月
28
日
は
、
年
末
の
た
め
閉
所

と
な
り
ま
す
。
年
明
け
の
開
所
は
、
１

月
11
日
と
な
り
ま
す
。

戸
地
域
セ
ン
タ
ー
3
階
の
町
会
会
議
室

に
、
大
き
な
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ポ
ス
タ
ー
を

複
数
設
置
し
た
撮
影
ブ
ー
ス
を
用
意
。

カ
ボ
チ
ャ
や
ゴ
ー
ス
ト
、
ネ
オ
ン
サ
イ

ン
調
の
鮮
や
か
な
背
景
の
前
で
、
子
ど

も
た
ち
は
自
慢
の
仮
装
姿
で
楽
し
そ
う

に
ポ
ー
ズ
を
決
め
、
ご
家
族
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち

で
見
ら
れ
ま
し
た
。
写
真
映
え
す
る
空

間
づ
く
り
は
と
て
も
好
評
で
、
「
思
い

出
に
残
る
一
枚
が
撮
れ
た
」
と
喜
び
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
1
階
の

消
防
倉
庫
前
で
は
、
消
防
部
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
を
実
施
。
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
仕
様
に
仮
装
し
た
消
防
隊
員
と
の
撮

影
や
、
新
型
消
防
車
へ
の
乗
車
体
験
、

ホ
ー
ス
や
ラ
イ
ト
の
操
作
体
験
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
引
く
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
盛
り
込
ま
れ
、
終
始
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
ブ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
消
防
車

の
赤
い
車
体
を
バ
ッ
ク
に
し
た
記
念
撮

影

は

、

イ

ベ

ン

ト

の

ハ

イ

ラ

イ

ト

の

ひ

と

つ

と

な

り

ま

し
た
。

さ

ら

に

、

幼

児
か
ら
小

学
生
ま
で

の
お
子
様

限
定
で
60

名
に
お
菓

子
を
配
布

し
、
こ
ち

ら
も
多
く

の
子
ど
も

た
ち
に
喜

ば
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
開
催
に
も
関
わ
ら
ず
、

町
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
入
会
予
定
の
ご

家
族
の
方
な
ど
、
多
く
の
地
域
住
民
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
再
認
識
で
き
る
貴
重
な
1
日
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ま
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

環
境
文
化
部

11
月
29
日
（
土
）
、
澄
ん
だ
青
空
の

も
と
、
第
36
回
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
が
狛
江
第
二
中
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
岩
戸
町
会

が
幹
事
を
担
当
。
土
曜
日
開
催
で
参
加

状
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が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
会
場
に

は
幅
広
い
世
代
の
地
域
住
民
が
集
ま
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
な
が
ら
１

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
岩
戸
町
会
・
駒
井
町
会
・

猪
方
町
会
・
銀
行
町
親
和
会
の
4
町
会

が
、
二
中
地
区
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実

行
委
員
会
と
し
て
輪
番
で
幹
事
を
務
め

る
伝
統
行
事
で
、
幹
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外
の
町
会
も

サ
ポ
ー
ト
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し
て
運
営
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協
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し
て
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ボ
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輪
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ボ
ッ
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、
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、
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。
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で
、
各
競
技
に
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笑
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ふ
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た
。
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り
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地
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紅
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玉
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競

争
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が

飛
び
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、
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加
者
同
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が
自
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と
声

を
掛
け
合
う

な
ど
、
温
か

な
交
流
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広

が
り
ま
し
た
。
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会
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は
、
市
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で
朝
採
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新
鮮

な
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菜
が

参
加
者
全
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に
配
ら

れ
、
「
立

派
で
う
れ

し
い
」
と

好
評
。
手

に
し
た
野

菜
を
嬉
し
そ
う
に
持
ち
帰
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

今
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の
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加
者
は
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計
２
６
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名

（
未
成
年
64
名
、
成
人
１
０
４
名
、
関

係
者
99
名
）
。

事
由
発
生
か
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６
ヵ
月
以
内
に
申
請

が
町
会
事
務
所
に
届
く
よ
う
に
、
各
班

長
も
し
く
は
、
理
事
ま
で
提
出
を
、
お

願
い
し
ま
す
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ま
た
、
岩
戸
町
会
会
員

と
同
一
世
帯
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

毎
週
日
曜
日
13
：
00
～
16
：
00
が
開

所
日
と
な
り
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す
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12
月
28
日
は
、
年
末
の
た
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と
な
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す
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開
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１
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の
申
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11
月
9
日
（
日
）
、
岩
戸
地
域
セ
ン

タ
ー
３
階
・
町
会
大
会
議
室
で
「
岩
戸

お
も
ち
ゃ
病
院
」
が
開
院
し
ま
し
た
。

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
持
つ
親
子
が
集
ま

り
、
修
理
体
験
を
通
し
て
“
物
を
大
切

に
す
る
心
”
を
学
ぶ
温
か
な
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
と
は
、
壊
れ
て

し
ま
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
“
お
も
ち
ゃ
ド

ク
タ
ー
”
が
診
断
し
、
も
う
一
度
遊
べ

る
よ
う
に
修
理
し
て
く
れ
る
“
お
も
ち
ゃ

の
病
院
”
で
す
。
使
い
捨
て
が
当
た
り

前
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
代
で
す
が
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
買
っ
て
も
ら
っ
た

大
切
な
お
も
ち
ゃ
を
直
し
た
い
」
「
小

さ
な
こ
ろ
か
ら
遊
ん
で
き
た
思
い
出
の

お
も
ち
ゃ
を
何
と
か
復
活
さ
せ
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
方
は
、
今
も
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
思

い
に
寄
り
添
う
た
め
、
狛
江
お
も
ち
ゃ

ド
ク
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、

「
岩
戸
お
も
ち
ゃ
病
院
」
を
開
院
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
壊
れ

た
お
も
ち
ゃ
を
手
に
、
た
く
さ
ん
の
親

子
連
れ
が
来
院
。

今
回
は

“
診
て
も

ら
う
だ
け
”

で
は
な
く
、
「
直
し
方
を

知
り
た
い
」
と
い
う
保
護
者
の
声
に
応

え
、
親
子
で
一
緒
に
お
も
ち
ゃ
の
修
理

を
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
同

時
開
催
し
ま
し
た
。
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー

の
皆
さ
ん
は
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
声

を
か
け
、
優
し
く
診
断
。
親
子
で
挑
戦

す
る
修
理
体
験
で
は
、
工
具
の
使
い
方

や
部
品
の
仕
組
み
を
教
わ
り
な
が
ら
、

壊
れ
た
部
分
を
直
す
工
程
を
楽
し
む
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
は
終
始
、
笑

顔
と
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は
「
ま

た
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
本
当
に
嬉
し

い
」
「
物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
子

ど
も
が
学
べ
た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
お
も
ち
ゃ
病
院
は
、
壊
れ
た

も
の
を
直
す
喜
び
を
分
か
ち
合
う
と
と

も
に
、
お
も
ち
ゃ
を
き
っ
か
け
に
地
域

の
交
流
が
生
ま
れ
る
、
心
温
ま
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
そ
し

て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
も
ち
ゃ
ド
ク

タ
ー
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

総
務
部

年
末
年
始
は
、

現
金
を
狙
っ
た
ひ
っ

た
く
り
や
空
き
巣

な
ど
の
侵
入
犯
罪
、

特
殊
詐
欺
の
被
害

が
多
発
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
生
活
の
繁
忙

期
に
加
え
季
節
柄

火
器
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、

火
災
発
生
の
危
険
性
が
増
大
し
ま
す
。

岩
戸
町
会
管
内
で
は
、
狛
江
市
防
犯

協
会
岩
戸
支
部
・
防
犯
部
、
防
災
部
、

狛
江
市
消
防
団
第
５
分
団
・
消
防
部
が

警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
、
岩
戸
町
会
で
は
「
デ

ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を
融
合
し
た
町
会

づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
、
情
報
発
信

の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
幅
広
い
年
代
に
浸
透
し
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
デ
ジ
タ
ル
情
報

に
触
れ
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
を
背
景

に
、
町
会
と
し
て
も
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で

わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
今

年
6
月
に
は
町
会
公
式L
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を
公
開
し
ま
し
た
。
町
会
ニ
ュ
ー
ス
、

イ
ベ
ン
ト
案
内
、
防
災
情
報
な
ど
を
、

従
来
の
紙
媒
体
に
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え
て
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ジ
タ
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で
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大
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議
室
で
「
岩
戸

お
も
ち
ゃ
病
院
」
が
開
院
し
ま
し
た
。

壊
れ
た
お
も
ち
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を
持
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親
子
が
集
ま
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、
修
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験
を
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を
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な
イ
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た
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は
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に
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、
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っ
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を
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を
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に
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の
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れ
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、
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る
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と
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。
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い
た
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た
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て
ご
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力
い
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た
お
も
ち
ゃ
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ク
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の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

総
務
部

年
末
年
始
は
、

現
金
を
狙
っ
た
ひ
っ

た
く
り
や
空
き
巣

な
ど
の
侵
入
犯
罪
、

特
殊
詐
欺
の
被
害

が
多
発
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
生
活
の
繁
忙

期
に
加
え
季
節
柄

火
器
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、

火
災
発
生
の
危
険
性
が
増
大
し
ま
す
。

岩
戸
町
会
管
内
で
は
、
狛
江
市
防
犯

協
会
岩
戸
支
部
・
防
犯
部
、
防
災
部
、

狛
江
市
消
防
団
第
５
分
団
・
消
防
部
が

警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
、
岩
戸
町
会
で
は
「
デ

ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を
融
合
し
た
町
会

づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
、
情
報
発
信

の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
幅
広
い
年
代
に
浸
透
し
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
デ
ジ
タ
ル
情
報

に
触
れ
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
を
背
景

に
、
町
会
と
し
て
も
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で

わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
今

年
6
月
に
は
町
会
公
式L

I
N
E

ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設
、
さ
ら
に

12
月
に
は
町
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.
i
w
a
d
o
c
h
o
u
k
a
i
.
j
p

）

を
公
開
し
ま
し
た
。
町
会
ニ
ュ
ー
ス
、

イ
ベ
ン
ト
案
内
、
防
災
情
報
な
ど
を
、

従
来
の
紙
媒
体
に
加
え
て
デ
ジ
タ
ル
で
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も
発
信
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
方

に
迅
速
に
情
報
を
届
け
ら
れ
る
体
制
が

整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
在
、
公
式L

I
N
E

ア
カ
ウ
ン
ト
に
は

約
６
０
０
世
帯

が
登
録
し
て
お
り
、
登

録
者
か
ら
は
「
携
帯
で
町
会
情
報
を
確

認
で
き
て
便
利
」
「
掲
示
板
は
あ
ま
り

見
な
い
、
近
く
に
な
い
の
で
助
か
る
」

「
木
下
大
サ
ー
カ
ス
の
無
料
チ
ケ
ッ
ト

の
情
報
を
知
っ
て
、
孫
と
行
っ
て
き
ま

し
た
」
な
ど
、
喜
び
の
声
を
多
く
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
の
ち
ょ
っ
と
し

た
情
報
や
、
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
、

防
災
・
防
犯
情
報
な
ど
、
生
活
に
役
立

つ
内
容
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
受
け
取
れ
る

点
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
岩
戸
町
会
は
約
３
０
０
０

世
帯

が
加
入
す
る
大
き
な
組
織
で
あ
り
、

現
在
の
登
録
率
は
ま
だ

2
割
程
度

に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
町
会
と
し
て
は
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
登
録
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
情
報
共
有
の
ス
ピ
ー
ド

を
高
め
、
町
会
活
動
を
よ
り
身
近
で
参

加
し
や
す
い
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
も
紙
媒
体
（
町
会
だ
よ
り
・
町

会
ニ
ュ
ー
ス
・
掲
示
板
）
と
デ
ジ
タ
ル

発
信
（L

I
N
E

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
併

用
し
な
が
ら
、
誰
も
が
取
り
こ
ぼ
さ
れ

る
こ
と
な
く
情
報
を
受
け
取
れ
る
体
制

を
整
え
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
、
町
会
公
式L

I
N
E

の
ご
登
録
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
岩
戸
町
会
は
、
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
よ
り
安
心

で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

11
月
23
日
（
日
祝
）
、
岩
戸
地
域
セ

ン
タ
ー
に
て
「
悪
質
商
法
撃
退
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

約
30
名
の
町
内
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
は
「
振
り
込
め

詐
欺
」
と
い
う
言
葉
に
代
わ
り
「
特
殊

詐
欺
」
と
呼
ば
れ
る
手
口
が
多
様
化
・

巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
を
ね
ら
っ

た
還
付
金
詐
欺
や
投
資
詐
欺
、
訪
問
販

売
や
電
話
勧
誘
に
よ
る
悪
質
商
法
な
ど
、

全
国
で
は
年
間
約
７
０
０
億
円
を
超
え

る
被
害
が
出
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
度
お
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
て
し

ま
う
と
、
弁
護
士
が
入
っ
て
も
回
収
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
「
被
害
に
遭

わ
な
い
こ
と
」
が
最
大
の
防
御
で
あ
る
、

と
い
う
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

当
日
は
、
消
費
生
活
相
談
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
鈴
木
先
生
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
ま
ず
は
悪
質
商
法
の
実
態

や
被
害
の
多
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、

参
加
者
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
寸

劇
仕
立
て
の
事
例
紹
介
や
カ
ー
ド
を
使
っ

た
ク
イ
ズ
に
挑
戦
。
「
訪
問
販
売
」

「
点
検
商
法
」
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」

「
送
り
つ
け
商
法
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ

プ
シ
ョ
ン
）
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、

楽
し
く
学
び
な
が
ら
身
近
な
問
題
と
し

て
考
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
健
康
」
「
お
金
」
「
孤
独
」

と
い
う
高
齢
者
の
三
つ
の
不
安
に
つ
け

込
む
商
法
や
、
屋
根
や
給
湯
器
の
“
無

料
点
検
”
を
き
っ
か
け
に
高
額
な
工
事

契
約
を
迫
る
手
口
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
や
偽
サ
イ
ト
、
ト
イ
レ
・
鍵
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
の
レ
ス
キ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
で

の
高
額
請
求
事
例
な
ど
も
、
具
体
的
に

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

も
し
「
お
か
し
い
な
」
「
自
分
だ
け

で
は
判
断
で
き
な
い
」
と
感
じ
た
ら
、

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
家
族

や
ご
近
所
に
相
談
し
、
あ
わ
せ
て
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
早
め
に
連
絡
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
狛
江
市
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
狛
江
市
役
所
内
の
消
費
生
活

相
談
窓
口
で
相
談
が
で
き
ま
す
（
市
役

所
代
表
電
話
か
ら
相
談
窓
口
に
つ
な
が

り
ま
す
）
。
ま
た
、
全
国
共
通
の
消
費

者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
188
（
い
や
や
！
）
」

に
電
話
を
す
る
と
、
お
住
ま
い
の
地
域

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
案
内
し
て
も

ら
え
ま
す
。
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